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名古屋キリスト教社会館は、
創立の精神に基づき、次の使命を担います。
1. すべての人々がかけがえのない存在として人権が
保障され、自立した人間として成長していける社会
を築くことをめざします。
2. 隣人とのであい、ふれあい、そだちあいを大切にし、
ともに地域の課題を担うことを通して福祉の輪が
拡がるように努めます。
3. 世界の人々との交わりを通して、福祉社会の実現の
ために働きます。

名古屋キリスト教社会館の使命

私
ど
も
、
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
に

関
わ
る
皆
さ
ま
方
に
は
、
昨
年
一
年
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
は
、
い
よ
い
よ
東
部
地
域
療

育
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
年
と

な
り
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
改
め
て
初
心

に
か
え
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
福
祉

事
業
に
一
層
邁
進
す
る
所
存
で
す
。ど
う
ぞ
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
と
い

う
言
葉
は
、
新
約
聖
書
の
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
十
一
章
九
節
の
文
語
訳
で
す
。
昨
年
、
十

月
二
十
五
日
に
九
十
四
歳
で
天
に
召
さ
れ
た

鈴
木
武
二
第
三
代
理
事
長
が
好
ま
れ
た
聖

句
で
あ
り
ま
す
。
鈴
木
武
二
元
理
事
長
は
、

一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
被
災
に
対
す

る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
救
援
活
動
で
大
い
な
る
力
を

発
揮
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
名
古
屋

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
総
主
事
と
し
て
招
聘
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
七
五
年
頃
、
当
法
人
が
混
迷
を
深

め
て
い
よ
い
よ
た
ち
い
か
な
く
な
っ
た
時

に
、
菅
原
第
二
代
理
事
長
を
助
け
る
た
め
に

理
事
と
な
ら
れ
、
正
常
化
と
そ
の
後
の
発
展

に
先
頭
に
立
っ
て
力
を
尽
く
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
と
い
う
重
責
を
担

い
な
が
ら
、
い
つ
も
私
た
ち
現
場
と
と
も
に

い
て
下
さ
っ
た
と
の
印
象
が
あ
り
ま
す
。
前

向
き
な
現
場
意
見
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
信

頼
し
、指
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。〝
責
任
は

も
つ
か
ら
や
っ
て
ご
ら
ん
”
そ
う
し
た
言
動

に
励
ま
さ
れ
、
当
時
の
状
況
で
は
夢
物
語
の

よ
う
な
将
来
計
画
構
想
＝
保
育
園
園
舎
建
て

替
え
、
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
実
現
で

き
た
の
だ
と
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。〝
求
め

よ
う
と
し
て
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
ご
ら
ん
、
そ
の
目
標
が
神
様
の
意
向

に
沿
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
実
現
で
き

る
よ
”
と
、
こ
の
聖
句
で
も
っ
て
語
り
か
け

て
く
れ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
、
勇
気
づ
け

ら
れ
、
情
熱
は
強
め
ら
れ
の
だ
と
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

私
た
ち
福
祉
の
仕
事
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
労
働

と
い
わ
れ
ま

す
。
適
切
な

言
葉
が
け

が
、
接
す
る

子
ど
も
の
成

長
を
助
け
、
人
々
の
人
生
、
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
ま
す
。
不
適
切
な
言
葉
は
、
そ
の
真
逆

な
結
果
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。〝
口

は
災
い
の
も
と
”
と
い
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

こ
れ
で
す
。
多
く
の
方
が
、
口
は
災
い
の
も

と
を
経
験
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
、
そ
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
後
に
な
っ
て

反
省
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

自
分
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
意
図
や
意
識
も
せ

ず
に
発
し
た
言
葉
が
子
ど
も
の
心
に
残
り
、

そ
の
成
長
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
ら
し

い
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
学
童
保

育
の
指
導
員
時
代
に
接
し
て
い
た
子
ど
も
が

成
人
し
て
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
時
に
、
そ
ん

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

改
め
て
自
分
た
ち
の
言
葉
の
も
つ
意
味
の
大

き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
良
い
影
響
を
与
え
た

言
葉
ば
か
り
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
そ
の
逆

で
、
子
ど
も
を
悲
し
ま
せ
た
り
、
不
愉
快
な

思
い
に
さ
せ
た
言
葉
を
発
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
お
ろ
そ
か
に
は
も
の
は
語
れ
な

い
ぞ
、
襟
を
正
す
、
そ
ん
な
思
い
に
か
ら
れ

ま
す
。

福
祉
の
仕
事
に
限
ら
ず
と
も
、
言
葉
は
、

人
々
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
と
と

も
に
、
社
会
を
、
歴
史
を
も
動
か
し
て
い
き

ま
す
。
鈴
木
元
理
事
長
を
思
い
出
す
と
き
、

言
葉
が
力
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
発

す
る
人
の
人
格
、
そ
の
人
と
な
り
に
よ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
ま
す
。
鈴
木
元
理
事

長
の
も
と
、
温
か
く
て
大
き
な
懐
に
抱
か

れ
、
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
私
た
ち
の
財
産

で
す
。
年
を
重
ね
、
当
時
の
鈴
木
先
生
の
よ

う
な
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

と
な
っ
て
い
る
と
自
覚
は
で
き
て
も
、
到
底

同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
い
、
足
元
に
も
及
ば

な
い
、
鈴
木
先
生
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

存
在
で
し
た
。
せ
め
て
、
そ
の
遺
産
を
き
ち

ん
と
記
憶
し
、
職
場
の
文
化
、
風
土
し
て
継

承
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
ば
か

り
で
す
。

発
す
る
言
葉
、
文
章
で
表
す
言
葉
、
今
年

は
、
言
葉
の
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
職
場
ぐ

る
み
で
と
り
く
ん
で
み
た
い
な
と
密
か
に

思
っ
て
い
ま
す
。

谷
川　
　

修
（
常
務
理
事
）
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（ヨハネによる福音書　10 章 11 節）
「わたしは良い羊飼いである。よい羊飼いは、羊のために命を捨てる」

　（ヨハネによる福音書　10 章 11 節）
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願
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申
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ま
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え
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れ
ん
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献
金
・
協
賛
報
告

ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
、

報
告
と
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

10
月
１
日
～
12
月
５
日

〈
一
般
寄
付
〉

上
田
厚
子
、
髙
田
和
夫
、
田
口
恵
美
子
、
名
古
屋
ヨ
ハ
ネ

教
会
、
森
慶
子

〈
菜
の
花
保
育
園
指
定
寄
付
〉

松
下
千
代
子

〈
西
館
指
定
寄
付
〉

加
藤
峯
子

〈
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
指
定
寄
付
〉

９
月
会
、
青
本
和
彦
、
秋
野
勝
紀
、
秋
山
宏
旭
、
畔
柳
友
枝
、

安
部
香
里
、
安
藤
典
明
、
井
坂
政
徳
、
石
田
弘
子
、
石
原

喜
久
子
、
磯
部
徹
、
伊
藤
耕
二
、
伊
藤
輝
人
、
伊
藤
博
隆
、

伊
藤
守
、
イ
ナ
ガ
キ
マ
サ
ヨ
、
稲
葉
満
男
、
今
井
、
今
井

妙
子
、
今
枝
正
行
、
岩
田
晏
奈
、
植
木
信
一
、
上
ノ
池
保

育
園
、
鵜
篭
忠
夫
、
宇
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

宇

田
哲
也
、
馬
越
広
美
、
江
口
誠
、
江
尻
覚
、
大
澤
正
彦
、

大
谷
基
江
・
大
藪
紘
子
・
佐
藤
紀
子
、
大
西
寿
次
・
大
西

良
子
、
大
前
弘
子
、
大
矢
康
代
、
小
川
真
紀
、
奥
田
利
夫
、

尾
碕
信
、
小
原
貴
史
、
御
田
保
育
園 

組
合
員
一
同
、
加

藤
淳
、
加
藤
勝
康
、
加
藤
加
代
、
加
藤
謙
一
、
加
藤
三
千
男
、

加
藤
峯
子
、
加
藤
好
美
、
株
式
会
社
ア
ジ
ャ
ス
ト
、
株
式

会
社
田
原
青
果
店
、
神
田
善
文
、
菅
野
誠
、
金
城
学
院
大

学
人
間
科
学
部 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
科
、
久
保
桂
子
、

胡
桃
里
奈
、
黒
川
富
子
、
古
瀬
和
寛
・
古
瀬
眞
砂
子
、
後

藤
明
子
、
小
林
冴
子
、
小
林
匠
己
、
斉
木
康
乃
、
佐
川
勝
二
、

佐
古
美
香
、
佐
藤
美
智
子
、
宍
戸
健
夫
、
市
職
労 

福
祉

支
部 

ひ
ば
り
荘
分
会
、
島
田
佳
苗
、
杉
浦
智
恵
子
、
杉

浦
ミ
ド
リ
、
杉
本
真
菜
、
杉
本
充
、
鈴
木
慶
子
、
鈴
木
テ

ツ
江
、
鈴
木
宏
直
、
勢
和
寮
同
窓
会
、
関
谷
祐
子
、
高
田

典
幸
、
鷹
羽
み
ゆ
き
、
田
口
恵
美
子
、
武
田
、
武
田
美
和
子
、

田
中
礼
子
、
谷
川
修
、
た
ね
の
会
、
田
端
智
美
、
田
端
洋
子
、

田
部
井
陽
樹
、
樽
見
秀
樹
、
塚
本
佳
典
、
弟
子
丸
久
美

江
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
夢
ん
ぼ
、
冨
田
典
子
、
中
村

暁
、
中
村
章
二
、
名
古
屋
市
職
労 

中
川
分
会 

正
色
第

一
保
育
園
、
名
古
屋
市
職
労
連 

内
山
保
育
園
内 

労
働

組
合
、
名
古
屋
市
森
田
保
育
園
、
那
須
田
宏
、
南
陽
第
二

保
育
園
、
西
村
か
ほ
る
、
野
村
知
市
、
野
村
光
佳
子
、
長

谷
川
和
子
、
長
谷
川
容
子
、
服
部
年
法
、
花
井
富
美
、
林

順
治
、
林
俊
和
、
林
良
一
、
日
置
江
茂
、
東
島
豊
、
樋
口

真
理
、
福
井
八
千
代
、
福
田
富
穂
、
古
澤
直
子
、
墳
原
康

代
、
星
三
和
子
、
ホ
タ
ル
の
郷 

施
設
長 

川
口
弘
、
ホ

ワ
イ
ト
ベ
ル 

國
島
典
子
、
本
多
剛
、
前
田
敏
子
、
前
橋

裕
子
、
増
田
美
和
、
松
本
光
一
、
丸
山
亜
紀
、
み
ど
り
そ

よ
風 

い
る
か
グ
ル
ー
プ 

和
座
友
佳
子
・
牛
尾
さ
つ
き
・

高
木
早
紀
・
髙
田
真
理
子
・
鈴
木
味
果
、
宮
野
貴
子
、
森

淑
子
、
安
田
明
弘
、
安
田
歩
未
、
ヤ
チ
ヨ
コ
ア
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社
、
山
木
昤
子
、
山
田
信
也
・
山
田
節
子
、
山
田

博
、
山
田
美
恵
子
、
山
中
秀
生
、
山
本
嵐
士
、
横
田
耕
司
、

横
田
玲
子
、
若
葉
寮 

古
山
祐
子
・
浅
井
明
美
・
伊
藤
沙
保
・

中
越
美
貴
、
和
木
し
ず
子
、
渡
辺
淳
一
、
大
口
峰
生

〈
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
〉

秋
野
勝
紀
、
浅
野
元
子
、
磯
部
徹
、
稲
葉
満
男
、
植
木
信

一
、
植
田
望
、
大
塚
京
子
、
大
西
良
子
、
岡
山
弘
、
尾
碕
信
、

尾
関
明
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ

ン
ゲ
ツ
、
株
式
会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所 

名
古
屋
事

務
所
、
河
野
登
喜
子
、
小
長
覚
子
、
小
林
冴
子
、
小
松
友

子
、
坂
本
康
信
、
宍
戸
武
夫
、
杉
本
節
子
、
杉
本
奈
津
江
、

鈴
木
伊
央
、
冨
島
照
男
、
豊
島
德
三
、
仲
義
和
、
仲
田
忠

夫
、
長
谷
川
和
子
、
馬
場
喜
代
江
、
原
和
美
、
星
三
和
子
、

益
田
貴
美
子
、
松
永
俊
文
、
山
木
昤
子
、
山
田
方
子
、
和

木
し
ず
子

開
所
か
ら
一
年
、
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
。

二
〇
一
二
年
十
二
月
の
開
所
か
ら
一
年
。

地
域
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の
関
係
者

の
方
々
に
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
や
ご
支
援

を
い
た
だ
き
無
事
一
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、

お
も
し
ろ
そ
う
、
や
っ
て
み
た
い
と
自
ら

遊
び
・
生
活
に
む
か
え
る
よ
う
主
体
性
を

引
き
出
す
保
育
を
大
切
に
し
た
い
」
と
職

員
集
団
で
保
育
実
践
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
七
夕
ま
つ
り
、
運
動
会
、
親
子
遠
足

と
行
事
も
父
母
会
皆
さ
ん
の
応
援
と
協
力

を
得
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た
ち
・
父
母

の
皆
さ
ん
に
学
び
と
も
に
育
ち
あ
っ
て
き

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

十
二
月
に
は
「
一
周
年
の
つ
ど
い
」
を

父
母
会
と
と
も
に
企
画
し
、子
ど
も
た
ち
・

父
母
の
皆
さ
ん
と
お
祝
い
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
る
場
と
し
て
と
り
く

み
ま
し
た
。

待
機
児
童
の
多
い
地
域
の
中
に
あ
っ
て
、

「
五
歳
ま
で
の
保
育
園
」
を
要
望
す
る
声

は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
な
展

望
を
持
ち
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た

保
育
園
を
め
ざ
し
て
今
年
も

一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
園
長　

柏
本
多
恵
子
）

私
た
ち
の
願
い
を
束
ね
て

　
二
〇
一
五
年
度
保
育
園
の
制
度
が
変
わ
る

み
ど
り
菜
の
花
保
育
園

二
〇
一
二
年
八
月
十
日
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
関
連
法
と
し
て
消
費
税
増

税
に
伴
い
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
法
」

が
成
立
し
、
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
現
在

の
保
育
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
新
制
度

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
制
度
の
背
景
と
し
て
、
待
機
児
童
解

消
・
幼
稚
園
と
保
育
園
の
一
体
化
（
幼
保

一
体
化
）
等
が
挙
げ
ら
れ
、
新
し
い
仕
組

み
の
施
設
（
保
育
園
）（
幼
保
連
携
型
認

定
子
ど
も
園
）（
幼
稚
園
）
が
出
来
ま
す
。

現
在
の
保
育
園
は
、
ど
こ
に
移
行
す
る
か

を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
シ
ス
テ
ム
で
は
保
護
者
は
保
育
の
必

要
性
の
認
定
申
請
を
市
町
村
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど

も
園
」
で
は
、
保
護
者
が
施
設
を
選
択
し

て
契
約
し
ま
す
。
今
で
も
待
機
児
童
が
多

い
と
言
わ
れ
る
名
古
屋
に
於
い
て
は
、
入

所
園
探
し
が
益
々
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

「
保
育
園
」
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が

入
園
先
を
見
つ
け
ま
す
。
こ
の
導
入
に
よ

り
、
す
べ
て
の
乳
幼
児
を
対
象
に
し
て
い

る
と
い
う
良
さ
の
一
方
で
、
子
ど
も
の
育

ち
に
対
す
る
公
的
責
任
の
後
退
や
、
所
得

に
よ
る
保
育
の
質
の
格
差
が
広
が
る
不
安

を
い
だ
き
ま
す
。

今
年
は
「
菜
の
花
保
育
園
」
と
し
て
の

あ
り
方
を
方
向
づ
け
る
大
切
な
一
年
に
な

り
ま
す
。

父
母
の
皆
様
や
関
係
す
る
多
く
の
方
々

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児
童
福

祉
法
の
理
念
に
立
ち
、
子
ど
も
の
人
権
を

見
つ
め
守
り
、
子
ど
も
の
育
ち
を
育
み
、

地
域
の
子
育
て
支
援
を
す
す
め
る
保
育
園

と
し
て
歩
み
ま
す
。

（
園
長　

冨
田
千
栄
子
）

 TEL 879-5557
 FAX 879-5556

 TEL 612-3361
 FAX 612-8893

二
七　

ヤ
コ
ブ
よ
、
何
ゆ
え
あ
な
た

は
、「
わ
が
道
は
主
に
隠
れ
て

い
る
」
と
言
う
か
。

　
　
　

イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
何
ゆ
え
あ

な
た
は
、「
わ
が
訴
え
は
わ
が

神
に
顧
み
ら
れ
な
い
」
と
言

う
か
。

二
八　

あ
な
た
は
知
ら
な
か
っ
た

か
、
あ
な
た
は
聞
か
な
か
っ

た
か
。

　
　
　

主
は
と
こ
し
え
の
神
、
地
の

果
て
の
創
造
主
で
あ
っ
て
、

弱
る
こ
と
な
く
、
ま
た
疲
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
知
恵
は

は
か
り
が
た
い
。

二
九　

弱
っ
た
者
に
は
力
を
与
え
、

勢
い
の
な
い
者
に
は
強
さ
を

増
し
加
え
ら
れ
る
。

三
〇　

年
若
い
者
も
弱
り
、
か
つ
疲

れ
、
壮
年
の
者
も
疲
れ
は
て

て
倒
れ
る
。

三
一　

し
か
し
主
を
待
ち
望
む
者
は

新
た
な
る
力
を
得
、
わ
し
の

よ
う
に
翼
を
は
っ
て
、
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

走
っ
て
も
疲
れ
る
こ
と
な

く
、
歩
い
て
も
弱
る
こ
と
は

な
い
。

二
〇
一
四
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

た
。
実
は
キ
リ
ス
ト
教
暦
で
は
、
新
年
は

ク
リ
ス
マ
ス
の
四
週
間
前
（
待
降
節
）、

二
〇
一
三
年
十
二
月
一
日
が
始
ま
り
と
し

て
い
ま
す
。「
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む
」

こ
と
か
ら
始
ま
る
新
年
と
い
う
わ
け
で

す
。イ

ザ
ヤ
書
四
十
章
の
預
言
が
語
ら
れ
た

時
代
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
バ
ビ
ロ
ン
に
よ
り

国
が
滅
ぼ
さ
れ
、
捕
わ
れ
の
民
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
半
世
紀
を
超
え
る
捕
囚
の
苦

悩
は
長
く
苦
し
い
も
の
で
し
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
民
は
嘆
き
の
声
を
上
げ
ま

す
。な
ぜ
こ
の
よ
う
な
苦
難
に
遭
う
の
か
、

い
つ
救
い
は
来
る
の
か
、
結
局
神
は
答
え

て
く
だ
さ
ら
な
い
と
、
落
胆
と
絶
望
と
も

い
え
る
嘆
き
の
問
い
か
け
で
す
。し
か
し
、

預
言
者
は
や
が
て
捕
囚
の
時
は
終
わ
る
こ

と
を
告
げ
、
民
を
慰
め
、
励
ま
し
ま
す
。

若
者
も
壮
年
も
疲
れ
、弱
り
果
て
た
民
に
、

「
主
を
待
ち
望
む
者
は
新
し
い
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
」（
三
十
一
節
）
と
い
う
言

葉
で
す
。

捕
囚
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
前
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
民
は
自
分
た
ち
の
判
断
で
神

は
答
え
て
く
だ
さ
ら
な
い
と
諦
め
て
い
ま

し
た
。そ
の
民
に
歴
史
の
主
で
あ
り
、こ
の

世
の
創
造
者
で
あ
る
神
を
明
ら
か
に
し
、

奮
い
立
た
せ
よ
う
と
す
る
真
の
慰
め
の
言

葉
で
す
。
待
つ
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
の
あ
て
も
な
く

待
つ
こ
と
は
苦
痛
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
「
主
を
待
ち
望
む
」
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
自
分
の
判
断

か
ら
目
を
上
げ
て
、
こ
の
世
界
を
創
造
し

支
配
さ
れ
て
い
る
お
方
を
主
と
し
、
こ
の

お
方
に
望
み
を
お
く
の
で
す
。
そ
こ
か
ら

苦
難
に
立
ち
向
か
う
力
が
与
え
ら
れ
る
と

い
う
の
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
た
私
た
ち
の
多
く

も
、同
じ
嘆
き
を
抱
え
て
い
ま
す
。度
重
な

る
大
災
害
・
事
故
・
長
引
く
経
済
の
低
迷

に
よ
り
、
将
来
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
世

界
は
い
ま
だ
戦
争
・
貧
困
・
飢
餓
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
人

生
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
が
あ
り
ま
す
。

病
と
死
、
障
が
い
、
老
い
、
家
族
の
問
題
、

生
活
の
困
難
さ
、
ま
た
複
雑
な
人
間
関
係

に
多
く
の
人
が
悩
ん
で
い
ま
す
。

三
浦
綾
子
さ
ん
の
小
説
『
泥
流
地
帯
』

に
は
、「
人
間
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な

い
と
こ
ろ
に
、
何
か
神
の
深
い
お
考
え
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
よ
。
で
す
か
ら

ね
、
苦
難
に
遭
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
災
難

だ
と
思
っ
て
嘆
く
か
、
試
練
だ
と
思
っ
て

奮
い
立
つ
か
、
そ
の
受
け
と
め
方
が
大
事

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
病
を
は
じ
め
次
々
と
押

し
寄
せ
る
苦
難
の
中
、
生
き
る
こ
と
を
放

棄
し
よ
う
と
絶
望
を
見
た
三
浦
さ
ん
で
し

た
が
、
キ
リ
ス
ト
に
出
会
い
希
望
の
光
を

見
出
し
た
経
験
か
ら
の
言
葉
で
す
。

新
年
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む
時
が

始
ま
り
と
最
初
に
記
し
ま
し
た
。
神
が
ク

リ
ス
マ
ス
に
賜
っ
た
の
は
神
の
独
り
子
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
し
た
。
時
代
や
国
を

超
え
て
す
べ
て
の
人
の
救
い
と
な
る
た

め
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
へ
の
苦
難
の
道

を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
聖
書
に
書
い
て
あ
る

通
り
、
十
字
架
で
死
な
れ
三
日
目
に
復
活

し
、
今
も
生
き
て
私
た
ち
と
共
に
お
ら
れ

ま
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
も
こ
の
お

方
を
主
と
待
ち
望
む
時
、
た
と
え
苦
難
の

中
に
あ
っ
て
も
嘆
き
や
、
諦
め
に
終
わ
ら

ず
、
神
を
喜
び
、
隣
人
を
愛
す
る
働
き
へ

と
新
し
い
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。さ

ぁ
、
新
し
い
年
、
わ
し
の
よ
う
に
翼

を
は
っ
て
大
空
を
の
ぼ
っ
て
行
く
歩
み
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。（

主
事　

杉
本
美
由
紀
）

菜
の
花
保
育
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花

名
古
屋
の
び
の
び
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

「主を待ち望む者は
　　新たな力を得る」
イザヤ書　40章27～31節



名古屋キリスト教社会館（3）

高
齢
事
業
部
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
愛
・
社
会
館
居
宅
介
護
事
業

所
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
利

用
者
さ
ん
は
、
現
在
百
六
十
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

十
五
名
定
員
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
の
誕

生
か
ら
十
八
年
な
り
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
「
ゆ
う
の
里
」
は
年
間

約
八
千
食
の
お
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
お
弁
当
を
置
い
て
く
る
だ
け
で
な

く
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
の
利
用
者
さ
ん

に
「
お
げ
ん
き
で
す
か
！
」
と
声
か
け
な

が
ら
体
調
や
、
安
否
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

社
会
館
の
理
念
「
地
域
と
と
も
に
あ
ゆ

む
」
中
で
高
齢
事
業
も
そ
だ
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
年
も
新
年
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、
春
祭

り
・
お
花
見
会
・
夏
祭
り
・
運
動
会
…
と

季
節
を
愛
で
な
が
ら
文
化
行
事
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
」
と
は
、
お
も
て
な
し
や
お
世

話
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
さ
ん
の
自

己
決
定
と
選
択
を
尊
重
し
、
生
き
て
き
た

人
生
を
共
に
喜
び
あ
え
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制

度
は
年
々
、
利
用
し
に
く
い
も
の
へ
と
移

行
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
に
は
要
支

援
の
利
用
者
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

が
よ
り
制
限
さ
れ
ま
す
。
居
宅
の
相
談
や

書
類
作
成
ま
で
お
金
を
取
る
と
い
う
も
の

で
す
。

高
齢
者
の
方
々
が
「
生
き
て
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
社
会
を
求
め
続
け
て
い

く
た
め
に
、
職
員
一
同
学
び
、

力
を
寄
せ
今
年
も
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
高
齢
部
部
長　
　
　

　

小
早
川
弘
江
）

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
・
愛

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

配
食
サ
ー
ビ
ス
ゆ
う
の
里

 TEL 612-3077
 FAX 611-9085

　

新
し
い
年
。
つ
い
に
「
東
部
地
域
療
育

セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

二
か
月
遅
れ
の
六
月
開
所
と
な
り
ま
す

が
、
念
願
の
開
所
で
す
。
利
用
さ
れ
る

方
々
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

新
し
い
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

の
日
を
迎
え
る
喜
び
を
分
か
ち
合
え
れ
ば

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

四
、
五
月
は
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

名
古
屋
市
の
「
中
央
療
育
セ
ン
タ
ー
」
と

協
力
体
制
を
と
っ
て
「
発
達
セ
ン
タ
ー
ち

よ
だ
」
で
療
育
を
開
始
し
ま
す
。

　

六
月
以
降
も
発
達
セ
ン
タ
ー
ち
よ
だ
は

残
り
、
四
〇
名
定
員
の
東
部
地
域
療
育
セ

ン
タ
ー
が
で
き
て
も
解
消
し
な
い
待
機
児

の
対
策
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
と
発
達

セ
ン
タ
ー
ち
よ
だ
で
力
を
合
わ
せ
て
名
古

屋
市
東
部
エ
リ
ア
の
療
育
シ
ス
テ
ム
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
内
の
他
の
施
設
の

職
員
を
含
む
多
く
の
新
し
い
仲
間
と
仕

事
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ち
よ
だ
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
引

き
継
い
で
新
し
い
仕
事
も
作
っ
て
い
き
た

い
」
。
ち
よ
だ
二
年
目
の
職
員
の
声
を
聞

い
て
強
く
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
直
接
か
か

わ
っ
て
、
地
域
の
関
係
機
関
の
方
た
ち
と

手
を
携
え
て
や
っ
て
き
た
、
発
達
セ
ン

タ
ー
ち
よ
だ
十
一
年
の
実
践

を
財
産
に
、
若
い
仲
間
と
と

も
に
良
い
実
践
を
積
み
上
げ

て
い
き
ま
す
。

（
園
長　

加
藤　

淳
）

 TEL 792-7277
 FAX 792-7258

ま
さ
に
新
た
な
出
発

発
達
セ
ン
タ
ー
ち
よ
だ

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ち
よ
だ

そ
よ
風
は
、
発
達
や
育
ち
に
心
配
な
こ

と
が
あ
る
時
、
相
談
が
で
き
療
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。
昨
年

は
、
相
談
の
希
望
者
が
増
加
し
、
待
機
期

間
が
最
長
六
か
月
に
な
り
ま
し
た
。
初
診

を
、
早
く
行
う
た
め
相
談
枠
を
増
や
し
た

り
、
初
診
の
前
に
療
育
グ
ル
ー
プ
を
開
始

す
る
こ
と
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
通
園

部
は
定
員
四
十
名
で
す
。
通
園
部
の
子
ど

も
た
ち
は
、
毎
日
の
活
動
や
運
動
会
な
ど

の
行
事
で
、
主
体
的
に
物
事
に
取
り
組
も

う
と
す
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
、
安
心
し
て

毎
日
通
え
る
場
の
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
通
園
部
を
希
望
す
る
児
童
も

年
々
増
加
し
、
三
歳
児
の
希
望
児
が
入
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
状
況
で
す
。
も
っ
と

通
え
る
場
を
広
げ
る
こ
と
、
療
育
の
内
容

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

発
達
に
遅
れ
の
あ
る
場
合
、
〇
歳
か
ら

二
歳
児
と
い
う
時
期
も
丁
寧
な
か
か
わ
り

が
必
要
な
時
期
で
す
。
二
歳
児
を
対
象
と

し
た
「
み
ど
り
そ
よ
風
」（
児
童
発
達
支

援
事
業
所
、
定
員
十
名
、
週
二
回
親
子
通

園
）
を
、
昨
年
五
月
に
緑
区
徳
重
に
開
所

し
ま
し
た
。
親
子
で
安
心
し
て
通
え
る
場

が
あ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
が

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
地
域
の
関
係
機
関
と
協
力
協
働

し
て
地
域
の
療
育
力
を
高
め
あ
い
、
専
門

的
な
療
育
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  

（
発
達
セ
ン
タ
ー　

部
長　

下
妻　

幸
美
）

い
つ
で
も
、
安
心
し
て
相
談
で
き
、

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
療
育
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。

 TEL 612-3357
 FAX 612-3411

南
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風

愛
育
診
療
所　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ａ
Ｃ
Ｔ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

今
年
も
つ
な
が
り
を
大
切
に
あ
つ
た
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

昨
年
は
、
発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た
十
周

年
を
迎
え
、
九
月
に
毎
年
開
か
れ
る
地
域

の
人
も
呼
び
か
け
た
お
祭
り
、「
あ
っ
た

か
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
、
今
ま
で
の
十
年
の

歩
み
を
振
り
返
っ
て
き
ま
し
た
。「〝
あ
つ

た
”
が
あ
っ
て
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
」
と

今
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
た
人
た
ち
の
思
い
、

「
お
日
様
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
日
照
権
を
守
る
運
動
に

ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
思
い
に
感

謝
し
な
が
ら
、
今
年
も
ま
た
、〝
あ
つ
た
”

に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
と
と
も
に
手
を
結

び
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「〝
あ
つ
た
”
は
あ
っ
た
か
い
と
こ
ろ
だ

ね
」
っ
て
み
ん
な
が
言
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
中
に
あ
る
も
の
を
つ
か
み
、
受
け
止

め
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
何
か
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

よ
う
に
な
か
な
か
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
親

子
の
関
係
、
職
員
と
子
ど
も
の
関
係
が
つ

く
れ
た
と
き
に
、
豊
か
な
人
と
の
か
か
わ

り
の
土
台
を
つ
く
り
、
子
ど
も
自
身
が
新

た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
力
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
と
私
た
ち
は
信
じ
て
い
ま
す
。

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
そ
れ
は
、
気
持
ち

が
伝
わ
る
療
育
を
深
め
て
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り

と
親
も
子
ど
も
も
笑
顔
で
楽
し
い
幼
児
期

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
園
長　

佐
藤
美
智
子
）

 TEL 681-1167
 FAX 681-1178

発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
つ
た

土
曜
日
・
日
曜
日
に
な
る
と
、
要
町
の

バ
ス
停
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
仲
間
た
ち

と
ヘ
ル
パ
ー
が
集
ま
り
ま
す
。
仲
間
た
ち

は
、
日
常
と
違
う
時
間
が
始
ま
る
こ
と
に

胸
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
光
景
が
、

日
常
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。平

成
十
五
年
に
支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、

休
日
に
ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
外
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
年

が
経
過
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

休
日
に
外
出
す
る
こ
と
を
よ
く
見
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
公
共
交
通
機

関
も
仲
間
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
す
す
み
、
段
差

の
少
な
い
街
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
外
出
し
て
い
る
と
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
閉
ま
ら
な
い
よ
う

に
押
さ
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
段
差
を
上

る
と
こ
ろ
で
一
緒
に
車
い
す
を
持
ち
上
げ

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仲
間
た
ち
も

支
援
者
も
、
こ
の
十
年
で
、
障
が
い
の
あ

る
仲
間
た
ち
が
、
地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
こ
れ
か
ら
も
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
所
長　

神
谷
友
之
）

障
が
い
の
あ
る
仲
間
た
ち
の
地
域
生
活
の
拠
点
に
！

 TEL 613-1306
 FAX 746-0873

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぴ
ぼ
っ
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ぴ
ぼ
っ
と

南
区
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぴ
ぼ
っ
と
相
談
支
援
事
業
所

昨
年
十
一
月
の
「
社
会
館
バ
ザ
ー
」
で

は
中
央
舞
台
の
取
り
組
み
と
共
に
、
六
年

生
の
「
綿
菓
子
」・
高
学
年
を
中
心
と
し

た「
喫
茶
店
」・
全
学
年
の「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー

ズ
」
と
「
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
」
の
お
店
を
開

店
し
ま
し
た
。
お
金
の
や
り
と
り
に
緊
張

し
た
り
、
完
売
を
目
指
し
出
張
販
売
も
し

な
が
ら
、
収
益
を
得
る
事
の
大
変
さ
と
働

く
事
（
労
働
）
の
喜
び
を
学
ぶ
貴
重
な
体

験
を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ち
ど
り
児
童
会
の
お
店
に
は
、
学
校
の

友
だ
ち
・
学
童
を
卒
会
し
た
Ｏ
Ｂ
・
父
母
・

社
会
館
の
関
係
者
等
、
子
ど
も
達
の
声
掛

け
や
応
援
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
方
々
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
学
童
の

子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、

支
え
ら
れ
育
て
ら
れ
て
い
る
事
を
実
感
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、さ
ら
に
広
げ
地
域
の
中
で〝
仲

間
と
育
ち
あ
う
学
童
保
育
”
を
目
指
し
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
指
導
員　

楠
木　
　

徹
）

 TEL 612-1346
 FAX 611-9085

多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、

　
　
　
　
　
支
え
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

名
南
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｃ
Ｔ

ち
ど
り
児
童
会
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地
域
の
行
事
（
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
夏
祭
り
、
防
災
訓
練
、
文
化
際
へ
の

作
品
出
品
）
が
仲
間
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
と
ば

で
理
解
が
難
し
い
仲
間
た
ち
が
参
加
す
る

こ
と
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
役
割
や
存
在

感
を
少
し
ず
つ
感
じ
と
っ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
（
12
月
４
日
）
行
な
わ
れ
た
ぴ

ぼ
っ
と
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
、
ホ
ー
ム

で
暮
ら
す
仲
間
た
ち
が
、
日
頃
自
分
た
ち

が
働
い
て
い
る
作
業
所
の
製
品
を
販
売
す

る
こ
と
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
募
金
を
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
方
々
に

製
品
の
事
を
聴
か
れ
た
り
、
実
際
に
販
売

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
作
業
所
で
働
く
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
り
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
仲
間
自

身
が
実
感
で
き
、
よ
り
充
実
し
た
暮
ら
し

に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
年
も
、
地
域
で
あ
た
り
ま
え
に

自
分
ら
し
い
生
活
を
築
く
喜
び
を
、
そ
ん

な
気
持
ち
や
願
い
が
こ
も
っ
た
風
を
ホ
ー

ム
の
仲
間
と
一
緒
に
吹
か
せ
る
、
そ
ん
な

い
っ
ぽ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
部
長　

湯
浅　
　

登
）

昨
年
は
い
く
つ
か
の
新
た
な
行
事
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
夏
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
仲

間
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
め
る
外
出
企
画
。

お
盆
前
後
の
長
期
休
み
の
解
消
と
し
て
四

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
に
よ
っ
て
は
い
つ
も
の
グ
ル
ー
プ

の
仲
間
や
職
員
と
は
違
う
の
で
、
各
グ

ル
ー
プ
で
「
ど
ん
な
場
所
か
な
」「
何
を

食
べ
た
い
？
」「
川
の
水
は
冷
た
い
か
な
」

な
ど
何
日
も
前
か
ら
準
備
を
始
め
、
仲
間

た
ち
の
期
待
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
十
八
～
二
十
二
歳
ま
で
の

若
い
仲
間
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま

し
た
。
障
が
い
の
重
さ
か
ら
本
人
の
想
い

を
捉
え
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
仲
間
た

ち
で
す
が
、
川
あ
そ
び
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
参
加
し
、「
気
持
ち
い
い
」
と
表
情
で

伝
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
参
加
し
た
仲
間
が
「
み
て
み
て
！
」

と
職
員
と
一
緒
に
選
ん
だ
も
の
を
自
慢
げ

に
披
露
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
真
夏
で

気
温
の
高
い
時
期
で
し
た
が
、
自
宅
か
ら

一
歩
外
出
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
障
が
い

の
重
い
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
の
日
中
活
動

の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
職
員
の
頑
張
り
に
も
支
え

ら
れ
、
無
事
に
楽
し
い
夏
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ね
ー
ぶ
る

は
重
い
障
が
い
を
抱
え
る
二
十
七
名
の
仲

間
が
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
あ

た
り
ま
え
に
し
て
い
る
社
会
生
活
や
人
と

の
関
わ
り
を
仲
間
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
望

ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
機
会
を
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
ね
ー
ぶ
る
施
設
長　
　

　

江
尻　
　

覚
）

地
域
の
温
か
い
風
に
包
ま
れ
て

　
　
自
分
ら
し
い
生
活
へ
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
！

い
っ
ぽ
　
い
っ
ぽ
　
前
進

障
害
者
活
動
セ
ン
タ
ー

ね
ー
ぶ
る

 TEL 611-0707
 FAX 746-0869

ホ
ー
ム
社
会
館

 TEL 613-3341
 FAX 746-0874

編 

集 

後 

記

　
毎
年
年
末
に
発
表
さ
れ
る
流
行
語
大

賞
。
昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
、
誰
も
が

う
な
ず
く
よ
う
な
言
葉
が
４
つ
大
賞
を

と
っ
た
。

　
も
し
社
会
館
で
の
流
行
語
を
選
ぶ
と

す
れ
ば
な
ん
だ
っ
た
か
。お
そ
ら
く『
東

部
』
で
決
ま
り
だ
ろ
う
。
法
人
内
の
職

員
で
あ
れ
ば
「
東
部
」
と
聞
け
ば
、
今

年
６
月
に
開
所
す
る
東
部
地
域
療
育
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
と
答
え
る
（
願
望
も
込

め
て
）。
本
紙
に
も
１
面
、
２
面
、
３

面
す
べ
て
に
お
い
て
そ
の
言
葉
と
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
文
章
が
綴
ら
れ
、
法
人

と
し
て
い
か
に
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
る

か
が
わ
か
る
。

　
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
ま
で
半
年
を

切
っ
た
。
法
人
内
の
職
員
だ
け
が
「
東

部
」
が
何
か
を
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
住
民
の
方
々
も
「
東
部
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
歩
み
を
、

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。 

（
Ａ
・
Ｓ
）

苦情申し出の窓口

第三者委員は、

仲田　伸輝　821－0570
小林　冴子　６１１－０４０１

　また、法人職員ではな
く、第三者の立場として
苦情を受付け、より良い
解決へと導く立場の者と
して、第三者委員を選任
しています。

法人への苦情は、
本部事務局

６１２－３３７０
へお願いします。

　苦情の申し出窓口は、
各事業所掲示板等に掲示
しています。苦情受付者
は主任、解決者は事業所
長が基本です。

お
手軽

お料理教室

材　料　・白菜…４～５枚　・人参…1/2 本　・大根…1/3 本　・ねぎ…1/2 本
　　　　・油揚げ…５枚　　・小麦粉…150ｇ（100cc ～※柔らか目は水多め）　
　　　　・だし汁…700 ～ 800cc　・醤油…大匙３～

〈作り方〉
①小麦粉をボールに入れ混ぜながら水を加

えていく（水は加減を見ながら少しずつ
入れてください）、耳たぶくらいのやわら
かさによくねり、すいとんのたねをつく
る。

②鍋にだし汁、食べやすく切った白菜、人参、
大根、油揚げを入れて強火にかけ、煮立っ
たら中火にし、あくをとる。

③鍋を火にかけたまま、すいとんのたねを
スプーンにとり鍋におとしていき、煮る

（少し透明感が出てツルンとしたら火が
通っています）

④鍋に調味料を入れて味を調え、ねぎを加
えてひと煮立ちさせたら完成。

『野菜たっぷりもちもちすいとん』
体のしんからあったまります。

〈応用ポイント〉
＊水を多めにして、生地をやわらかく

するとやわらかめのだんごになりま
す。

＊油揚げのかわりに鶏肉で代用すれ
ば、あっさりとボリュームアップで
きます。

＊野菜も好みの物を入れられます、冬
野菜のレンコンやゴボウなどが今の
時期にピッタリです。

＊生姜を加えたり、醤油のかわりに味
噌を入れるなどして色んな味を楽し
めます。

（菜の花保育園 栄養士　比嘉　彩華）

イースター早天礼拝のご案内
―新しい命、イエス・キリストの復活を祝う―
日時　2014 年４月 20日（日）
　　　AM７時～８時
場所　日本バプテスト連盟　名古屋キリスト教会
　　　名古屋市千種区今池１－６－25
　　　☎０５２－７３３－３８５５

　晴天のもと、12 月１日（日）に震災・原
発事故による県外避難者の交流会が、発達セ
ンターあつたで開催されました。
　避難世帯 27 で大人子ども 68 名、支援者
98 名の参加者が心を一つにし、名物となっ
てきた浪江焼きそばのほか、主催者の「めぐ
りあいの会」のラーメン、おなじみサポート
２の焼き鳥やメインのいも煮等々、おいしい
手作りの料理を楽しまれました。
　子どもたちは学生とともにいろいろな遊び
に興じ、育児から手を離すことができた大人
たちは、舞台で繰り広げられる演奏を楽しん
だり、大いに語り合いました。
　震災から２年８か月、県外から避難されて
いる方々は、故郷に帰る目処が一向に立たず、
世間の風化現象もあって厳しさが増している
ようです。

避難者主催となって開催された
「ふるさと芋煮会 2103」

大盛況
第 18回

期　日　2014 年２月 14日（金）・15日（土）
会　場　賀川記念館・コミスタこうべ
テーマ　地域福祉と協同の精神　
　　　　～セツルメントの原点・賀川豊彦から学ぶ～
内　容　賀川督明賀川記念館館長の講演
　　　　分科会・シンポジウムなど
主　催　日本地域福祉施設協議会
　　　　東海地区地域福祉推進協会
　　　　大阪市地域福祉施設協議会

全国地域福祉施設研修会開催案内

　ご協力ありがとうございました。この収益は
フィリピンの台風災害支援などに一部送金する
ほか、予定通りに東部地域療育センター建設の
資金として使わせていただきます。

　毎年恒例の社会館バザーが11月23日（祝）
開催されました。絶好の天気の中、たくさんの
方に来場して頂き、目標額の100万を超える収
益を上げることができました。

最終収益　1,082,997 円

ご協力ありがとう
ございました☆

2013年社会館バザー
目標額100万円!!
達成しました♪
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